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□ 非再現的ドローイングにおける視覚的力動性の検証

□ 抽象絵画の構造理解 (1)
       ― 視線測定と発語データの分析 ―

□ 視覚心理の観点による抽象絵画の構造理解
        －視覚の生理的メカニズムから生じる画面構造のしくみ－

□ 身体感覚の観点による美的形式原理の理解
         －抽象絵画の普遍的心理構造の検討－

□ 構成的観点によるコンポジションの心的理解
         ―造形用語を活用した絵画構造の検討― 

抽象絵画の心理構造

新井義史　
2009～ 2017　科研費による成果



2009 ～ 11年度
抽象絵画における表現および鑑賞指導のための統合的研究 
基盤研究（C）（一般）平成 21―23年度、研究代表者：新井義史、3500千円

概　要 　本研究が対象とするのは、「ドローイング的表現」による「抽象絵画」である。
抽象表現による絵画・彫刻作品は、広場やホテルのロビーなどパブリックな場所に展示されるよ
うになり、目にする機会が多くなった。しかし、抽象作品の制作および鑑賞方法の指導に関しては、
はなはだ不十分な状況である。学校教育の美術では具象傾向を重視することから、抽象絵画を描
くための段階的なトレーニングは行われていない。また作品理解のための効果的な鑑賞方法もほ
とんど検討されていない。本研究は、そうした抽象絵画に関する問題点への対応として、主とし
て以下の４点に取り組むものである。
１，抽象絵画制作のための効果的なトレーニング方法の検討
２，抽象絵画の作品理解のための分かりやすい鑑賞方法の考察
３，アナログ表現とデジタル入力デバイスを併用した抽象絵画制作の手法の検討
４，抽象絵画の特性を生かした額装・展示方法の考案
さらに、これらの検討結果をデータベース化し、WEB を活用して公開・発信するものである。

着想に至った
経緯

  新井は、これまで教員養成系大学において西洋画担当教員として表現教育にあたってきた。作品制作・発表
活動と併せて、美術作品と大衆・市民とを結びつけるための研究・実践活動として、15 年前からワークショッ
プや鑑賞教育方法論の検討を行ってきた。その結果、19世紀までの「伝統的美術」を分かりやすく紹介する
ための方法論については一定の成果を得たものと考える。
ところで、20 世紀に誕生した「抽象作品」は、今日の現代美術を代弁する表現傾向である。しかし、この抽
象傾向の作品には通常の社会通念から独立した特殊性があり、同様の手法を用いることが困難なことを感じた。
そこで、昨年から「抽象絵画」の制作・理解のための諸方法を開発するための活動にとり組んできた。

どこまで明ら
かにするのか

（１）ドローイング的表現をマトリクス的に分類・整理する
 本研究では、「表現主義的・有機的傾向」の抽象表現を「ドローイング的表現」と呼び、この傾向に限定し
て検討を行う。絵の具や筆など、一般的に用いられる描画材（実材）を使用し、大学生の実習を通じて計
1000 件のサンプルを収集する。これらをデジタルデータ化した後に、使用材料と行為とをマトリクス的に
分類し、ドローイング的表現の広がりと限界とを検討する。また、このデータを元にしたサンプリング集を
作成する。

（２）表現指導のための「鑑賞＋演習+展示セットプログラム」を作成する
 ドローイング的表現は、従来の学校の美術教育では「モダンテクニック」の呼称で実施され、造形遊びや
デザイン活動の手法の一部として扱われることが多かった。したがって「絵画作品」としての完成度に至る
ためには、新たな指導方法が必要になると考える。そのためには、①鑑賞活動を重視し表現活動と連動させる。
②分析的で分かりやすい解説をおこなう。③額装・展示方法を再検討する。これらの観点による「鑑賞＋演
習＋展示セットプログラム」を作成する。

（３）「アナログ＋デジタル」の手法による制作方法を試行する
  デジタル画像が、すでに身近な存在となったにも関わらず、デジタル機器を用いた絵画的表現は、大衆の
日常的な表現活動から大きく隔たったままである。ドローイング的表現は、身体的感覚をベースに表現する
ものであることから、いわゆるデッサン力に拘束されず、色彩と形態による表現そのものを楽しむことが可
能であると考える。タブレットやスキャナなどを初心者でも効果的に使用しうるような表現レッスン方法を
検討する。また、アナログ＋デジタルの組み合わせによる多様な表現手法を開発する。
（４）ＷＥＢを活用した、作例・解説データベースの構築
  ＷＥＢ環境がここまで整備された状況にもかかわらず、抽象絵画の作品は著作権問題との関連からネット
検索により探し出すことは難しい。教育活動や鑑賞活動に広く資することを目的にして、（１）～（３）に
おいて作成したサンプリングおよび鑑賞演習セットプログラムのＷＥＢ用データベースを作成し、広く発信
する。

学術的な特色・
独創的

（１）デッサンや油彩・水彩技法のような具象的表現のための技法書や制作ハウツー本などは、すでに多数存在
する。しかし、抽象絵画に関しては、理論書はあれども抽象絵画の制作方法に関する市販の出版物は皆無に
近い状況である。具体的で多様な作例データを参照しうる抽象絵画制作のレッスンプログラムを、WEB を
通じて紹介することが可能となる。

（２）これまで抽象絵画の理解を促すためには、理論面や美術史的側面から導入を図ることが多かった。「ドロー
イング的抽象表現」は身体感覚をベースにした活動であることから、感覚的アプローチによる指導方法を取
り入れることができる。描く活動を通じて、感覚的に抽象表現を理解していく教育方法は、抽象絵画理解の
ための方法としての新たな取り組みである。

（３）「制作」「鑑賞」「額装・展示」「デジタル入力」「WEB データベース」などの諸方法を複合的に組み合わせ、「鑑
賞と表現活動とを一体化した指導」を図る着想は独自のアイディアである。当初プロ向けに開発されたペイ
ント系ソフトは、低価格が進み操作も容易になった。デジカメやカラープリンターも広く普及し一般家電化
した感がある。本研究によって開発されるレッスンプログラムを用いれば、一般大衆がデジタル機器を使用
して身近な環境に飾ることができる抽象作品を、気軽に制作することを可能とする。幅広い年代に理解し易
いことから、学校教育はもちろん社会教育の多様な場面にも役立つものと考える。
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I developed and tried a gradual training method about 

"Understanding of pictures" and "Make a drawing” of abstract painting.(1) The 
classification collection of a sample which were drawn using aqueous-based 
materials,(2)Visual psychological examination about drawing, (3) The design for 
coaching of "appreciation + exercise program". I think that's very important which 
combined coaching work and appreciation. 
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2012 ～ 14年度
抽象絵画の構造理解のための感性心理的認知過程の計測と分析
 ○基盤研究（C）（一般）平成 24―26年度、研究代表者：新井義史、4,670 千円

概　要 　形態や色彩などの造形要素が引き起こす視感覚系の心理的・感情的内容は、それを定量化する
ことがこれまで難しかった。本研究では、抽象絵画を対象に「視線測定装置」を用いて視覚行動
を実時間的に計測し、被験者が発する「プロトコル（言葉）」を同時に記録し臨床的データを得る。
視覚による観察行動と言語による認知活動とを関連させて分析することで、感性心理的内容の計
測が可能であると考える。本研究は「構図」「造形文法」「レイアウト」など各領域において個別
に検討されてきたビジュアルアート全般に通底している「心のしくみ・働き」と「語彙力」の関
係を明らかにするための基礎研究である。

学 術 的 背 景　
＜研究動向及
び位置づけ＞

　「心」の科学として 1980 年代に登場した「認知心理学」は実験心理学の立場から感性の特徴やメカニズム
についても実証的な検証を行ってきた。それまで音響学、心理学、音楽学などの分野に分かれて進められてき
た研究が、認知科学によりそれらの領域を打破し統合的な水準で進められた。
　「視覚情報」に影響するさまざまな生理的心理的反応に関する研究のうち、感性や「情動性」についての言及
は多いとは言えない。視覚論の見地からは、クライント「造形論・人間の視覚」（視覚全般）、Ｇ . ケペシュ「視
覚言語」（写真）が、造形領域においては、Ａ・ドンデス「形を語る：視覚言語の構造と分析」（造形要素）、国
内では朝倉直己「芸術・デザインの平面構成」（構成学）による幾何学的形態を中心とした基礎造形としての構
成研究が知られている。視覚心理学の領域ではアルンハイムが最も優れた成果を残している。彼は美術作品の
創作および鑑賞の際の視覚過程を分析し、多くの心理学的美術論を著した。彼らの研究は、いずれもが当時の
一般的研究領域からみれば学際的な試みであった。
美術の分野において、音響学者マイヤーに相当する先駆的な研究を行った人物はカンディンスキーである。彼
は「点・線・面」の著作において、目に見えるフォルムは見えない＜内部＞にもとづく＜必然性の印象＞であ
るとして、抽象的フォルムに関する諸原理を分析した。カンディンスキーの直感的・主観的な分析内容は、そ
の後のアルンハイムの主著「視覚的思考」(1969) において心理学的にその原理を説明している箇所を随所に
見出すことができる。

着想に至った
経緯

　新井は「抽象絵画における表現および鑑賞指導のための統合的研究」( 科研費 2009 ～ 11) の中で、用具・
手法を工夫させた約 500 件のドローイング的表現サンプルを収集・分類した。それらは通常モダンテクニッ
クと呼ばれている非具象的な平面表現の形態である。したがってその分類にはカンディンスキーとアルンハイ
ムの両者における「フォルム」および「画面配置」による情動性分析が有効であると考えた。そこで両者が述
べている「視覚的力動性＝緊張体験」の理論的分析内容をサンプルに適用し、学生を対象にして有意性を検証
した。しかしながら予想に反し、両者によるフォルムや配置理論が了解できないケースが多く確認され、分析
内容・方法に多くの課題があることが判明した。「画像からどのような感じを受けるか」を分析するためには「画
像の印象」をデータ化する必要がある。しかし、相手が人間であることから「印象」を分析し、定量化するこ
とが難しかった。科学的な手続き操作を通じて取り出されたものが、観察可能であり計測でき、かつ検証可能
でなければならない。したがってより明確な検証を行うために、認知心理学が用いる主要な実験的手法である
「言語データ」および「行動・生理データ」を収集し検討することを考えた。
　美術作品の鑑賞力・表現力に関しても同様に「語彙」が大きく関係しているものと考える。形・色彩・明暗・
変化等々の情報が自己の内部に生じさせた感情の意識化には、それを認識するための「造形言語」としての「語
彙」を身につけている必要がある。「抽象」や「現代美術」が「分からない」とされる理由には、そこにおける
「造形言語」を翻訳するための鑑賞者の「語彙力」の欠如があると考える。したがって、ビジュアル作品を鑑賞
する際の感性心理的内容の検討のために、「視線測定」とその感受内容の「言語データ」を同時に検討すること
を考えた。

どこまで明ら
かにするのか

⑴ 美術批評・ゲシュタルト心理学・芸術心理学・認知心理学などの諸分野における文献をもとに、視覚的力動
性に関する基礎的・一般的な仮説を分析・整理する。

⑵ 整理した仮説に基づき、視覚的力動性に関する記述の再確認（再認実験）を行い、観察行動と造形要素・造
形文法理解との関連性を抽出する。その分析に基づき、視的データの最も下部構造とされる「抽象的構造水準」
の規定を試みる。今回得られる新たな臨床的データをもとに「抽象的構造水準」及び「造形要素と造形文法」
に関する解説図版付きの「用語リスト（語彙一覧）」を作成する。

⑶ 作成した「用語リスト」を用いたトレーニングを行い、学習の前後を比較することで、「語彙の増加と作品
の理解度」の関連を確認する。

⑷  「代表的な抽象絵画作品」を観察する際の感性的・情緒的な認知内容に関する測定を行う。この分析により、
「語彙力増加トレーニング効果」の一般性を検討する。

学術的な特色・
独創的

⑴ 本研究はゲシュタルト理論に不足していた「情緒的側面」の理解に貢献するものである。
⑵ 「色彩」に関する情緒的側面はすでに相当研究が進んでいる。それに対して、本研究では「形態」に関する
感性的理解の検討を行うものである。

⑶）本研究では、非定形・非具象的形態・アクシデント形態等に関する検討を行う。これは、主として幾何形態・
色彩・対比・コンポジション・発想法等を扱ってきた、従来の「構成教育」の内容を補うものである。

⑷ 「書道」・「水墨画」と「抽象絵画」とを同レベルにおいてその情緒性を検討することは新たな視点である。
（5）美術作品の鑑賞力・表現力に関して、「語彙力」をベースにした学習・トレーニング方法を検討することは
独自の観点である。また、「抽象的構造水準」の規定および「用語リスト」の作成は、今後の美術教育にお
ける「指導言語」の研究に貢献するものと考える。









20015 ～ 17年度
構図・構成・レイアウトの心的メカニズムによる理解とその指導
 ○基盤研究（C）（一般）平成 27―29年度、研究代表者：新井義史、2,860 千円

概　要 「構図」「構成」「レイアウト」のベースには共通する美的形式原理がある。それは人間の生理的
メカニズムによるものであるが、原理生成の由来までは一般に理解されていない。本研究は、諸
心理学、音楽美学、造形芸術論等の文献により、恒常性や力動性、情動やゲシュタルトの観点か
ら美的原理や造形性のとらえ直しを行う。また、その内容を理解しやすく解きほぐしたベーシッ
ク・テキストを作成する。さらに iOS アプリを試作し試行することにより、学校美術における構
成教育の効果的な指導方法を検討するものである。

学 術 的 背 景　
＜研究動向及
び位置づけ＞

　「構図」「構成」「レイアウト」は、これまで絵画・写真、構成、デザインなど、それぞれの領域において検討
され活用されてきた。
⑴ 「構図」は、絵画および写真の分野において幾何学的・図形的手法による分析をもとに研究された。
⑵ 「構成」に関しては、造形要素と造形文法として構成教育のトレーニングの観点から扱われた。
⑶ 「レイアウト」は、文字や図などの効果的配置を目的に、ビジュアル・デザインや広告の実用的領域で追及
されてきた。
　眼から呼び込まれた光学的視覚情報は，脳の中では外界像を創り上げるための巧妙な「知覚過程」と呼ばれ
る作業の中から，脳との連動によってさまざまな感情が生じる。現実空間における知覚・認知も絵画の知覚・
認知も、その基本的なメカニズムは変わらない。その意味からいえば絵画・写真、構成、デザインは、人間の「心
理的活動」という面では同一基盤にある。「構図」「構成」「レイアウト」の底には、共通する「心的作用」がある。
それは人間の生理的メカニズムであり、バランスや色彩感情などの造形性はそこから生じている。
　人間生理の観点による表現の構造分析は、音楽分野では、20 世紀初頭から研究されていた。エルンスト・
クルトに代表される音楽美学者の一群は、音をエネルギーとして捉えた。カンディンスキーの構想における「線」
概念は、クルトのエネルギー論の影響が色濃く表れているとされる。抽象絵画は、色彩やフォルムなど、見え
る要素を用いて組み立てられている。しかしそれを理解するためには、見えるものの底を流れる心の響きを聴
き取ることが必要になる。視覚的力動性や心理バランスから生じる「造形性」は、精神のものであると同様に
身体的なものでもある。そこにこそ作者と鑑賞者との結びつきを見いだすことができる。
　心理学や音楽学、感性工学など、人間をとりまく諸研究の成果には、造形や絵画表現の基底に共通する構造
理解に有効な多くの知見が蓄積している。これら多様な分野によってすでに解明された成果を、「構図」「構成」
「レイアウト」の背後にあるメカニズムの観点から、あらためて見直すことは、広く造形美術の構造理解や分析
に資するものであると考える。

着想に至った
経緯

　平成 20 年以降 6 年間、「抽象絵画の制作・作品理解の方法」、「抽象絵画の構造理解ための感性心理的認知
過程の分析」を検討した。そこでは以下のことが明らかになった。
⑴ 抽象表現には、人間の生理的メカニズムとりわけ、力動的恒常性（＊）が強く影響している
⑵ 抽象表現は人間感情の下部構造にあたる、原始情動・基本情動にもとづく活動である
⑶ 具象絵画の分析手法は意味内容の読み取りをベースに置く。それに対して抽象絵画の分析や解説には、人
間の生理的メカニズムから生じる造形性の観点が必要になる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（＊）この場合の恒常性は、水平・垂直・中心における均衡状態への復帰をさす

 　抽象表現の構造分析を行う目的で検討を続けるうち、さまざまに分化した心理学や音楽美学、造形芸術
論などの分野で、それぞれ僅かではあるが美的原理や造形性関連の興味深い内容が論じられていることに
気付いた。そこには、構図やレイアウトの原則がなぜ生じるのか、生体的な理由づけが行われていた。したがっ
て、本研究では、諸研究の内に分散している美的原理や造形性関連の内容を抜きだし統合させ、そして専門的
解説を平明化したテキストを作成することとした。また、その理解のための学校教育における効果的な指導方
法を検討することを考えた。

どこまで明ら
かにするのか

⑴ 生理的・心理的観点からの「美的原理」の再検討
さまざまな心理学、すなわち知覚・視覚・芸術・造形・ゲシュタルトなどの諸心理学や脳科学において解明
されている造形表現に関連した知見を、文献により整理する。これにより、バランスやリズムなどの造形性
の背後にある「心的メカニズム」を明らかにする。

⑵ 「構図」「構成＝造形文法」「レイアウト」3 領域を一元的に理解可能なテキストの作成上記（1）の検討結果
をベースに、3 領域を一体化させた「ビジュアルコミュニケーション・ベーシック」として再構築を図り、
テキストを作成する。

⑶ 美的原理の理解および作品分析トレーニングのための iOS ソフトの試行
　構造理解のためには、図形や画像を「視て・触って・動かす」といった体験的手法が有効と考える。そのた
め、グラフィカルツールのXcode を用いてソフト開発を検討・試行する。

学術的な特色・
独創的

⑴ 美的形式原理の「生成の由来」を、人間の生理的メカニズムに求め、さまざまな心理学や音楽美学などの観
点からアプローチすることは新たな視点である。

⑵ 「色彩」に関する心理的側面はすでに相当研究が進んでいる。それに対して「形態や配置」に関する感性的
理解の検討は十分とはいえない。本研究は、形態や配置の心理的検討を行うものである。

⑶ 絵画、写真、動画、レイアウトに関する多様なアプリがすでに存在する。しかし、教育において有効に活用
されているとは言い難い。タブレットを用いた「構成教育」に資するトレーニングアプリを開発すれば、従
来の手作業に比べより効率的な学習を行うことが可能になる。

⑷ 「構成」や「レイアウト」は、先天的センスが優先するものとしてブラックボックス化して受けとられていた。
タブレットによる体験と平明なテキストを通じて、その仕組みを学ぶことが可能になれば、人々の生活全般
の美的理解に貢献するだろう。



１．研究開始当初の背景
　(1) 抽象絵画は、誕生後百年を経た現在
でも「理解し難い」表現として敬遠されが
ちである。抽象絵画は、気まぐれな絵具遊
びゆえに分かり難いのではない。具体物の
描写をもたない抽象絵画における「内容」
は、造形行為そのものに内在する造形原
理、すなわち視覚法則や造形法則をベース
に生まれる感覚の探求といえる。造形原理
が備える視覚上の感覚的な特徴を知識とし
て持っていないことが鑑賞を妨げていると
考えられる。

　(2) 平成 20年以降 6年間にわたり「抽
象絵画の制作・作品理解の方法」、「抽象絵
画の構造理解のための感性心理的認知過程
の分析」を検討した。その研究を通じて、
知覚心理学をはじめ、視覚・芸術・造形・
ゲシュタルト等の諸心理学における研究成
果の中に、造形や絵画表現の構造理解に有
効な多くの知見が蓄積されていることが感
じられた。しかしながら、それらは分散し
て論じられており、まとまった形では把握
し難い状況にある。そこで、「構図」「構成」
「レイアウト」のベースに共通する「美的
形式原理」を、諸文献から抽出・整理し、
その内容を「身体感覚」の観点から検討す
ることを考えた（図１）。

　(3) 人間生理の観点による表現の構造分
析は、音楽分野では 20世紀初頭から研究
されていた。エルンスト・クルトに代表さ
れる音楽美学者の一群は、音をエネルギー
として捉えた。カンディンスキーの構想に
おける「線」概念は、クルトのエネルギー
論の影響が色濃く表れているとされる。抽
象絵画は、色彩やフォルムなど、見える要
素を用いて組み立てられている。しかしそ
れを理解するためには、見えるものの底を
流れる心の響きを聴き取ることが必要にな
る。視覚的力動性や心理バランスから生じ
る「造形性」は、精神のものであると同様

に身体的なものでもある。そこにこそ作者
と鑑賞者との結びつきを見いだすことがで
きる。心理学や音楽学、感性工学などの人
間をとりまく多様な分野の諸研究によって
すでに解明されている成果を、「構図」「構
成」「レイアウト」の背後にあるメカニズ
ムの観点から、あらためて見直すことは、
広く造形美術の構造理解や分析に資するも
のであると考えられた（図２）。

２．研究の目的
　(1) 「造形性」及び「美的原理」に関し
て生理的・心理的観点からの再検討をおこ
なう。「造形性」は美術表現における重要
な概念と考えられる。しかしながら、造形
性が何に基づくものかは従来あまり議論さ
れてこなかった。本研究では、さまざまな
心理学や脳科学において解明されてきた造
形表現に関連する知見を文献により整理す
る。①脳における視覚認知のプロセス、②
重力による身体感覚の影響、③それらによ
り生じたバランスやリズムなどの「美的形
式原理」の分類。こうした検討によって、
いわゆる「造形性」の背後にある「心的メ
カニズム」を明らかにする。

　(2) 音楽の分野には文法とも呼びうる
「楽典」が存在する。ところが、美術の分
野には視覚文法にあたる基本的な理論がい
まだ見あたらない。上記 (1) の検討結果を
ベースに、これまで別々な分野として扱わ
れてきた、「構図（絵画・写真）」「構成（基
礎造形）」「レイアウト（デザイン）」の 3
領域に共通する心的内容を、一元的に理解
可能な「ビジュアルコミュニケーション・
ベーシック」として再構築を図り、視覚文
法をやさしく理解できる「造形文法テキス
ト」を作成する。

　(3) 描画や構成トレーニングのためのタ
ブレットの活用方法を検討する。iOS アプ
リには、絵画、写真、レイアウトに関する
多様な機能を備えた iPad 用アプリがすで

図１　造形論と各種心理学

図２　造形性と人間心理

に存在する。現時点で公表されている iOS
アプリの解説書をつくり、学生被験者に対
してこれらの既成 iPad アプリを試行する
ことで、タブレットを用いたデジタル描画
の可能性を検討する。

３　研究の方法
　(1) 画面を組み立てている重層的構造に
ついて、恒常性・力動性・心理バランス・
形式原理など、美的原理の背後に共通する
心的メカニズムを以下の文献から抽出・整
理する。
　セザンヌ、モンドリアン、カンディンス
キー、マレービッチ、クレーなど、抽象的
絵画表現を開拓した作家の著作物や評論を
検討する。心理学（視覚論、感情・情動論、
芸術心理）クライント、メッツガ、カニッ
ツア、ケラー、アルンハイム、鳥居、相良、
本明、小町谷など。脳科学その他（脳と視
覚や身体人間学）、S. ゼキ、R. ダマシオ、
下程、南雲らの研究を整理する（図３）。

　(2)「造形文法テキスト」作成には、は
じめに画面を組み立てている「美的形式原
理」の心的メカニズムを分析して構造化す
る必要がある。その方法として①「多層概
念図」を構想した。また、②その内容を分
かりやすく解説したテキストを作成し、③
視覚的に理解しやすいパワーポイントスラ
イドにまとめ、講義や演習をおこなった。
その後に、④作品・構図分析レポートを課
すことで絵画構図・構成教育のトレーニン
グの有効性を確認した。

　(3) i Pad で使えるグラフィックアプリ
には写真アプリ、イラストアプリ、ペイン
トアプリなどの既成アプリが多数存在して
いる。これらのアプリによって、従来はア
ナログで描いていた描画を、誰もがデジタ
ルで手軽に作成することが可能になった。
このアプリの活用方法と教育的効果に関し
て、学生の演習を通じて検討した。
　実施時期：2015 年 10 月～ 2016 年
12月、対象者：大学１年生 25名、方法：

各自に一台の i Pad を一ヶ月間貸与して自
由制作を毎日 1枚以上メール添付で提出
させた。結果の検討方法：アプリ別、複数
アプリの併用による使用頻度を検討し、教
育活動に活用しうるアプリの検討をおこ
なった。

４　研究成果
　(1) 「身体感覚」の観点から絵画鑑賞や
制作、そして造形性とを結びつけて理解す
る視点は、これまでほとんど見られない。
バランスやリズムなどの、いわゆる「造形
性」は人間心理に生ずる感覚であるゆえに
それらの「生成の由来」を人間の生理的メ
カニズムに求めることができる。そうし
た観点からの造形性理解に関して、芸術
学、芸術心理学、哲学の諸分野における以
下の知見を検討した。①人間の身体構造か
ら生じる空間性：シュマルゾー（August 
Schmarsow), ②地球の重力により生じる
バランス感覚：アルンハイム（Rudolph 
Arnheim ）、③画面への身体感覚の投影：
メルロ－ポンティ （Merleau-Ponty ）。彼
らの言説によると、もともと秩序や調和は
直立する身体のバランス感覚に基づいてい
る。バランスを規定する基本的構成要因に
なるものは水平・垂直の二軸である（図４）。
左右相称シンメトリーは身体の左右相称的
な構造を反映し、リズムは身体の鼓動・脈
をそれぞれ定式化し洗練したものである。
したがって、身体はあらゆる形式法則の根
抵をなし、「造形性」は身体感覚から生じ
ている。そして美的形式原理は安定化を志
向する生命の本質そのものであることが了
解された。　

　
　

この研究内容は「身体感覚の観点による美
的形式原理の理解　－抽象絵画の普遍的心
理構造の検討－」、『芸術・スポーツ文化学
研究２』2016、pp.22-45 にて公表した。

　(2) 構図、構成、コンポジションの用語
の再定義をおこない、その相違と類同の観
点から、絵画理解のあらたな観点を提示し
た。コンポジションという語には極めて

図３　脳における視覚情報処理プロセス

図４　重力による身体感覚の支配
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②美的形式原理、③視的要素の３つの項目
をベースに『絵画構造の理解 TEXT』とし
て作成した。それをもとに被験者にテキス
ト理解のための解説をおこなった後に、画
面分析レポートを課し、分析の際の造形用
語の活用状況を検討した。
　『抽象絵画構の構造理解』テキスト（図
８・９）、およびそれにもとづく教育指導
の成果は『用語理解に基づく抽象絵画制作
トレーニングの実践』にまとめWEBペー
ジにて公開した。

多様な意味が含まれている。通常の用語
使用では「構図（写真・絵画・図案）」と
「構成（組成物・結合）」は、本来性格が
違うものとして扱われる。この背景には、
ドイツ語の
Gestaltung
を訳出する
際の経緯が
関係し、意味
の類似と相
違が生じた
ことを明ら
かにした
（図５）。
   
 (3)「画面構造の多層概念図」および「造
形諸要素の分類図」を新たに構想した。　
批判的存在論を提唱したハルトマン（N．
Hartmann）は，芸術作品に多層性による
文節（全体の中の構成部分）を見るとして
階層性を示唆した。ハルトマンが言うとこ
ろの層的概念を絵画作品に適用して、図６
のように構想した。画面構造が持つ心理的
多層性と造形諸要素（用語）の構造を図７
に示した。これにより、造形用語相互の関
連性が理解しやすくなったと考える。絵画
画面の「層的理解」の概念、および各層に
関連した「用語分類」の考え方は、とりわ
け抽象絵画の分析・構造理解のための合理
的な方法になりうるものと考えられる。
　以上、  (2)・(3) の成果は「構成的観点
によるコンポジションの心的理解　―造形
用語を活用した絵画構造の検討―」『芸術・
スポーツ文化学研究３』2017、pp.19-
35 にて公表した。

  (4) 具象作品とは異なり、抽象絵画のよ
うな画像イメージを理解するためには「造
形用語」を用いて要素を分析する必要があ
る。本研究では、視覚心理と身体感覚の面
から「視覚と造形の文法」を構想した。文
法テキストは、①画面に働く心理的な力、

図５　用語の変化

図６　絵画画面の層構造

図７　造形諸要素の構造

図８　作成テキストの細目

図９　テキストのページ見本
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 (5) ベクター形式およびラスタ形式の i 
OS アプリトレーニングを試行した。PC
用のグラフィックソフトには多数の市販の
マニュアル本がある。しかし、iPad アプ
リには操作や機能を解説した使用説明がほ
とんど無い。したがって、試行に際しては
基本的な使用解説書を作成することから始
める必要があった。試行の結果、多数の既
成アプリがあれども、①使用しやすいアプ
リはごく限られていること、②複数のアプ
リを組合わせることで新規なイメージを得
ようとする傾向がある、③制作した画像を
共有することで互いに参照することが可能
などの特徴が確認できた。また、はじめて
デジタル描画を体験する者において i OS
アプリが十分に活用可能なことが確認でき
た。この結果については『iPad グラフィッ
クアプリ活用事例（PDF18 ページ）』に
まとめてWEBページにて公開した（グラ
フ１）。
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グラフ１　アプリ活用の分析
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